
別紙１

令和8年1月13日

協議会名： ニセコ町地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

ニセコバス株式会社 運行系統名：ニセコ町全域
町内全域を運行区域とするデ
マンド型運行　
・運賃1乗降200円
・ドア・ツー・ドアサービスでの
運行
・午前8時から午後7時まで毎日
運行（平日のみ、午前7時台に
一部地域からの路線を運行）
・車両及び台数　ワンボックスタ
イプ（10人乗り）　2台

利用者（あるいは利用案内をす
る宿泊事業者）向けに多言語で
の利用案内を作成し、乗合運
行をするデマンドバスの理解・
周知を図っている。

宿泊税を活用した冬の周遊バ
スについて、町民も無料で利用
可能であり、バスの認知度の向
上と併せ町民利用も増えてい
るところ。これにより、冬季の利
用混雑緩和が図られていると
考えているが、一方で冬季間
の利用者減の要因の一つとも
想定している。これらの状況に
ついては、デマンドバス単体の
利用状況ではなく、町全体の移
動需要と公共交通供給として
評価すべきであり、特にリゾー
トエリアという特性を有し、冬季
に観光利用による交通需要が
極端に高まる中、デマンドバス
と周遊バスが町民の暮らしに
係る交通需要に応えているも
のと評価している。

A 計画どおり運行し、事業は
適切に実施されている。

A 令和7年度計画時の目標に
対する実績は、バス利用者
目標数17,270人に対して、
16,616人。月平均運賃収入
は目標228,500円／月に対
して、222,447円／月、収支
率は、目標10.46%に対して、
9.58%、公的負担額は目標
1,363円/人に対して1,516円
/人となっている。  

利用者数は前年比横ばい
であったものの、割引対象
利用者（こども等）の割合が
増加したため運賃収入およ
び収支率は下がる結果と
なった。収支率については
燃料費など物価高騰による
運行経費の増加も影響。

なお、令和７年６月から新シ
ステムに移行しており、運
行効率の改善を図ってい
る。併せてキャッシュレス決
裁も導入し、利用者の利便
性向上を図っている。

車両数は運行当初からの２台
体制を維持しているが、特に冬
季間の乗車希望に対し、所要
時間の増等の影響もあり十分
応えきれていない状況が続い
ている。これについては周遊バ
スの運行と併せて改善を図って
いく。

新システムによる運行効率改
善を最大化すべく、利用者に対
する乗合運行の理解・奨励の
取組、あるいは周遊バスなど他
の交通との連携を継続してい
く。

主に町民向けにWEB予約を開
始する予定であり、より利用者
にとって利便性の高い交通とし
て運行していく。










